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すす  ずず  らら  
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2015‐3‐9 発行 

豆豆撒撒いいてて  渡渡里里のの苑苑にに  春春をを呼呼ぶぶ。
。  

いかづち太鼓の鳴る中、棍棒を振りかざして大暴れの赤鬼・青鬼。ご利用者の皆様は、 

「鬼は外！福は内！」と掛け声高く鬼退治。 今年の冬も厳しい寒さが続きましたが、 

立春ともなれば、陽光の輝きや日脚の長さから、確かな春の到来が感じられました。 
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披
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の
後
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ユ
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ト
ご

と
に

「
お

手
玉

」
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あ
や

と
り

」

な
ど

の
昔

遊
び

か
ら

生
徒

た
ち

が
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え
た
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創

作
ゲ

ー
ム

」
等

で
の

楽
し

い
交

流
会

と
な

り
ま

し
た

。（二月五日）
 

風船バレーも…  仲良くポーズ… 
手
作
り
八
ツ
橋  
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す
ず
ら
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喫
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毎
月
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ら
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茶
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和

菓
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の
八

ツ
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を
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ま
し
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ッ
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日
本

茶
で
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 （二月十八日）

 

四
年

、
こ

れ
か

ら

も
そ

の
教

訓
を

忘

れ
ず

に
、

ご
利

用

者
様

の
安

全
対

策

を
第

一
に

取
り

組

ん
で

ま
い

り
ま

す
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 （二月四日）
 

春
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例

行
事

「
節

分
祭

」
。

毎
年

寒
さ

が
厳

し
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時
期

で
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境
内
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舞

わ
れ

る
甘

酒
の

味
は

格
別

。
今

年
も

袋
い

っ
ぱ

い
の

福
を

い
た

だ
い

て
来

ま
し

た
。
 （二月三日 ） 

袋いっぱいの福を…   毎年大勢の参詣者… 
特設豆撒き会場も…  みなさん張り切って･･･ 

を
合

唱
。
ま

た
後

半
で

は
打

楽
器

を
使

っ
て

「
花

笠
音

頭
」
な

ど
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馴
染

み
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民
謡
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っ
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ま
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た

。
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透明感のある歌声が館内に響いて… 今
年

も
渡

里
小

学
校

五
年

生
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皆

様
が

来
苑

し
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ご
利
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